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コラム２ 頭側挙上と介助 

 

【頭側挙上で起こる身体への影響】 

 頭部を挙上することは、様々な場面においてよく行います。では、寝ている状態から頭部を挙上する（上体を起こす）

と、身体にどのような事が起こるのでしょうか。 

 図１には、頭側を挙上させることで起こる下方へのずれを示しています。また、全身体圧計で測定すると下方へさがる

ことを予防するために、膝上げをし大腿後面で体重を受けていますが、自身の体の重さでずりさがり臀部圧が高くなりま

す。体圧が高くなると同時にマットレスに背中・臀部・大腿後面が接触したままずれるので、ずれ力もかかっていきます。

頭側挙上が完了した時には、頭部から背部・臀部・両下肢後面にずれ力が生じます。身体をプレスされる（押しつぶさ

れる）ような痛みと違和感が生じます。こうした体圧の上昇やずれ発生への対応をしないでいると、患者さんは、違和

感・苦痛のある頭側挙上の姿勢をなんとかしようとして、姿勢の崩れが起こります。また食事であれば、痛みが強く、食

事を美味しく食べることができません。テレビ視聴をしようと思っても痛みが強いので、安心・安楽にテレビ視聴できない

状態になります。褥瘡との関係では、褥瘡のサイズが大きくなる、ポケットを有する褥瘡になるなど、治癒に時間がかか

る状態になります。 
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【頭側挙上時に行う介助】 

 頭側を挙上する際、体圧やずれ力の上昇を抑えることはできませんが、より少なくすることができ、以下３つの方法が

大切です。１）寝位置を合わせること、２）圧抜き／背抜きをすること、３）下肢の安定を図ることです。まず、寝位置地

を合わせることですが、身体の折れ曲がり位置とベッドのリクライニング・ポイントの位置を合わせます。 

 

図２に示すように、「〇」は、身体の位置とリクライニング・ポイントがあっていますが、「×」の方はあっていないため、単

純に頭側挙上した時以上に、身体の後面（マットレスと接する面）に体圧とずれ力が大きくかかっています。おへそのあ

たりで身体が折れ曲がっているように見えませんか？。これでは、楽に息をすることもできません。ズボンにもシワがたく

さん入っていることが確認できると思います。このままにしておいてはいけないので、次に「背抜き」／「圧抜き」を行いま

す。身体の後面に生じている体圧（圧迫）やずれ力を取り除く介助をします。 
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方法は、図３に示しますが、幾つかあります。まず、上半身を抱き起し、背中から臀部までをマットレスから離す方法で

す。次には、身体を少しねじるようにしながら臀部を浮かす方法です。 

下肢の後面にもずれ力が生じているので、下肢を置き直しします。これらは、患者さん・利用者さんを抱き起すなどしま

すので、介助する側に力を必要とします。 

 

最近では、その４に示すように、滑る手袋をつけて、マットレスの方を押すようにして体の下に手を入れたり、抜いたりし、

張り付いてる身体とマットレスをはがします。患者さんや利用者さんを押してしまう事があるので、しっかり患者さん・利用

者さんを支えながら行うことが重要です。 
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 最後に下肢の安定を図ります。頭側が挙上すると、下方（足側）へずれる力が働きます。この力を減じるために、膝上

げを行い上半身の重さを臀部と大腿後面でしっかり受けるようにします。膝上げでも十分な効果が期待できますが、安

楽・安定を高めるために、足底全体がピローを押せる（踏み込む）ように、当てます。足尖予防と間違えられますが、土

踏まずから踵でピローが押せるようにあてることが大切です。踵に過度な圧がかかると褥瘡発生の危険性が高まるので、

観察を頻回にしましょう。最終的には、身体全体のバランス調整をすることが重要です。 

 

【頭側挙上と頸の角度】 

 頭側挙上では頸の角度が大切になります。頭が後屈して口が開かないようにし、安全な呼吸を助ける。誤嚥防止の

ために、やや前屈にすることです。食事を摂っていなくても唾液を誤嚥することがあるからです。 

 

【まとめ】 

１．頭側挙上によって生じる体圧やずれ力をしっかり取り除くようにしよう。 

２．安全・安楽のためには、頸の角度に注意しよう。 

 


